
詳しくは
議会 HP へ

議
員
が

注
目
の

議
案
！

Ｒ
7
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

町
子
育
て
・
多
世
代
交
流
施
設
開
設

Ｒ
６
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算

水
道
料
金
値
上
げ
は
賛
否
分
か
れ
る

22
議
案
を
審
議

全
議
案
を
可
決
・
認
定

　
来
年
秋
開
店
予
定
の
「
イ
オ
ン
ス
タ
イ

ル
諏
訪
」
の
中
に
、
子
育
て
・
多
世
代
交

流
施
設
が
開
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。
イ
オ

ン
店
舗
の
工
事
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
、

内
部
設
計
委
託
料
４
４
５
万
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｈ
30
年
の
閉
店
以
降
、
町
民
が
待
ち

望
ん
だ
新
イ
オ
ン
の
開
業
に
つ
い
て
は
歓

迎
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
オ

ン
店
舗
内
へ
の
子
育
て
支
援
施
設
の
建
設

は
以
前
か
ら
町
民
と
の
約
束
事
で
も
あ
り
、

イ
オ
ン
内
へ
の
機
能
移
転
で
利
便
性
の
向

上
も
期
待
で
き
る
」
な
ど
賛
成
討
論
が
あ

り
ま
し
た
。
現
行
の
子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
「
ぽ
け
っ
と
」
の
今
後
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
意
見
を
聞
い
て
慎
重
に
対
応

し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
道
管
の
漏
水
分
析
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

衛
星
画
像
Ａ
Ｉ
解
析
に
よ
る
漏
水
調

査
は
伊
那
市
等
、
南
信
地
域
の
複
数
事
業

体
で
の
協
調
発
注
に
よ
り
、
事
業
費
を
減

額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
検
査
に
よ
っ
て
、
町
内
全
域
で

「
漏
水
あ
り
」
の
診
断
が
出
さ
れ
、
特
に

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
と
判
断
し
た
２

か
所
の
範
囲
に
つ
い
て
詳
細
調
査
を
行

い
21
件
の
漏
水
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
後

さ
ら
に
詳
細
な
調
査
と
改
修
計
画
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

　
Ｒ
６
年
度
に
行
わ
れ
た
17
・
６
％
の
料

金
引
き
上
げ
は
、
物
価
高
騰
で
苦
し
む
町

民
生
活
へ
の
さ
ら
な
る
負
担
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
反
対
と
の
討
論
と
、
水
道
料
金

会
計
は
非
常
に
厳
し
い
が
、
県
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
安
価
な
料
金
体
系
で
あ
り
、
健

全
な
運
営
を
行
っ
て
い
る
と
の
賛
成
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
賛
成
多
数
で
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

Ｒ
８
年
度
か
ら

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
を
徴
収

　

Ｒ
７
年
度
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後

期
高
齢
者
医
療
の
特
別
会
計
補
正
予
算

の
主
な
内
容
は
、
全
世
代
が
子
育
て
世
代

を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
Ｒ
８
年
度
か

ら
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
」
を
保
険

加
入
者
か
ら
徴
収
し
、
支
援
納
付
金
と
し

て
国
に
納
付
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
住

民
行
政
シ
ス
テ
ム
の
改
修
委
託
料
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。

　

国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
Ｒ
８
年
度
の

加
入
者
１
人
当
た
り
の
支
援
金
月
額
は
、

国
保
は
２
５
０
円
、
後
期
高
齢
者
医
療
は

月
額
２
０
０
円
の
見
込
み
で
す
。

下
水
道
管
路
の
耐
震
化老

朽
化
対
策

　

全
国
で
下
水
道
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
町
で
は
、
管
路
改
築
に
向
け
て
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
箇
所
を
優
先
に
詳

細
カ
メ
ラ
調
査
に
よ
る
老
朽
化
状
態
の

調
査
や
耐
震
化
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
管
路
の
耐
震
化
や
老
朽
化
対

策
、
災
害
対
策
は
町
民
の
暮
ら
し
に
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
事
業
で
す
。

水
道
基
本
料
金
減
免
に

　

物
価
高
騰
に
苦
し
む
町
民
生
活
支
援

の
た
め
に
、
水
道
料
金
の
基
本
料
金
１
期

分
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
の
水
道

事
業
会
計
へ
の
繰
り
出
し
１
８
２
４
万

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
（
う
ち
９
６
４
万

円
は
、
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
）。

役
場
職
員
の
勤
務
時
間
や

育
児
休
業
取
得
の
改
善

　

上
位
法
の
改
正
に
よ
り
役
場
職
員
の

柔
軟
な
勤
務
体
制
や
部
分
休
業
の
形
態

を
確
保
す
る
条
例
改
正
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
が
可
能
と
な
り
、
職
員
の
希
望
や
意

見
も
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
正
規
職
員
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と
も

に
、
今
ま
で
以
上
に
必
要
な
時
に
休
業
を

取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
部
分
休

業
は
働
く
職
員
の
権
利
で
あ
り
、
規
定
の

範
囲
内
で
あ
れ
ば
人
事
評
価
に
影
響
は

あ
り
ま
せ
ん
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
厳
し
い

予
算
の
中
、
大
変
な
努
力

　

Ｒ
６
年
度
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事

業
特
別
会
計
の
決
算
状
況
は
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
利
用
者
が
ロ
ン
グ
入
所
に
切

り
替
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
減
少
、
ロ
ン
グ

入
所
は
状
態
の
悪
い
方
を
多
く
受
け
入

れ
て
お
り
、
長
期
入
院
等
で
空
床
率
が

14
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。
収
支
不
足
を

補
う
た
め
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

は
、
約
４
３
８
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
治
体
が
運
営
し
て
い
る
県
内
唯
一

の
特
養
。
厳
し
い
予
算
の
中
、
老
朽
化
も

徐
々
に
進
ん
で
お
り
、
職
員
の
み
な
さ
ん

に
は
運
営
に
大
変
な
努
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

※議案等について、賛成、反対の双方があった場合のみ表示しています。

賛成者は「○」、反対者は「×」とします。議長は採決に加わらないため、「斜線」としています。

議決等結果
中
山　

透

林　

吉
広

野
沢
弘
子

竹
元
完
奈

髙
橋
幸
二

林　

元
夫

樽
川
信
仁

大
橋
和
子

花
岡　

進

金
井
敬
子

青
木
利
子

豐
島
健
之

松
井
節
夫

令和6年度水道事業会計決算 認　定 ◯ ◯ × ◯ ○ ◯ × × × ○ ◯ ×
インボイス制度廃止と、「2割特例」「8割控除」の継続
を求める意見書 可　決 ◯ × ○ × × × ◯ ○ ○ ○ ◯ ○

議員名（議席順）

議案名等

9 月定例会 議案等賛否一覧

特別養護老人ホーム　ハイム天白

意見書案の審査結果
<インボイス制度廃止と、「２割特例」「８割控除」の継続を求める意見書>
　2023年10月開始されたインボイス制度で課税業者に
なったフリーランスや中小事業者は、消費税を納めるために
大変な苦労を強いられています。来年10月から予定される
「２割特例」「８割控除」等の負担軽減措置が廃止・縮小されれ
ば、小規模事業者の苦境がなお一層深まり、事業存続も危
ぶまれます。
　政府に対し、制度そのものの廃止と、廃止されるまでの間
は負担軽減措置の継続を求める内容で、金井敬子議員から
提案されました。

賛成多数で可決賛成多数で可決

反対　事業者が正確に消費税を納めるために必要
な制度。消費税は重要な国の財源である。

賛成　この制度で新たに課税業者となった方た
ちの9割が「制度に反対」、6割が来年
10月以降の事業見通しが悪いと回答して
いる調査結果がある。営業と暮らしを守
るべき。
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